




























 H X+ + H2	
（プロトン移動反応） 
生体内、有機・無機反応、星間など様々な状況下で重要な役割を果たしている。 
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電荷共鳴吸収帯(Charge Resonance Band, CR) 
     と呼ぶ。CRは近赤外領域に出現。 
■  CRの存在は電荷の非局在を示唆。 ダイマー内の２分子は等価。 
Ψ+ = (0.5)1/2•φ(A1+)•φ(A2)  +  	





















Miyoshi et al.  
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イオンコアの情報を消失。 
励起状態において	

電荷ホッピングが発生。�
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電荷ホッピング 
hν	

分子間振動	

の励起�
光によって開始され、分子間振動にアシストされて	

正電荷がホッピングしていく。 
電荷ホッピング 
（振動励起、振動エネ
ルギー再分配）�
17 
まとめ (1) 
■ ベンゼン３量体イオン 
◆  ダイマーイオンコア構造　(C6H6)2+•••C6H6 
◆  振動励起状態において正電荷ホッピングが発生 
